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はじめに

このマニュアルでは、N1™ Grid Service Provisioning Systemソフトウェアを使用し
て、WebSphere 5.1アプリケーションサーバー製品、アプリケーション、および
ファイルを取得して配備する方法について説明します。

対象読者
このマニュアルの主な対象読者は、WebSphere 5.1の機能を N1 Grid Service
Provisioning Systemソフトウェアに組み込もうとしているシステム管理者および N1
Grid Service Provisioning System 5.0ソフトウェアのオペレータです。これらのユー
ザーは、次のことに精通している必要があります。

� N1 Grid Service Provisioning System 5.0製品
� UNIX®とWindowsの一般的なコマンドとユーティリティー
� WebSphere 5.1製品の一般的な概念と管理機能

お読みになる前に
N1 Grid Service Provisioning Systemソフトウェアの使用に関して知識が十分ではな
いユーザーは、次のマニュアルをお読みください。

� 『N1 Grid Service Provisioning System 5.0システム管理者ガイド』

� 『N1 Grid Service Provisioning System 5.0オペレーションとプロビジョニングガ
イド』

� 『N1 Grid Service Provisioning System 5.0リリースノート』
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内容の紹介
第 1章では、このプラグインソリューションの概要を説明します。

第 2章では、WebSphere 5.1プラグインの最新情報と既知の問題を説明します。

第 3章では、このプラグインをインストールして構成する方法について説明します。

第 4章では、このプラグインを通じて、アプリケーションサーバー製品、アプリケー
ション、およびファイルを取得して配備する方法、また、このプラグインが提供する
特定のコンポーネントタイプを説明します。

第三者の関連Webサイト
このマニュアル内で参照している第三者の URLは、追加の関連情報を提供します。

注 –このマニュアル内で引用する第三者のWebサイトの可用性について Sunは責任
を負いません。Sunは、これらのサイトあるいはリソースに関する、あるいはこれら
のサイト、リソースから利用可能であるコンテンツ、広告、製品、あるいは資料に関
して一切の責任を負いません。こうしたサイトやリソース上で、またはこれらを経由
して利用できるコンテンツ、製品、サービスを利用または信頼したことに伴って発生
した (あるいは発生したと主張される)実際の (あるいは主張される)損害や損失につい
ても、Sunは一切の責任を負いません。

マニュアル、サポート、およびトレーニ
ング

Sunのサービス URL 内容

マニュアル http://jp.sun.com/documentation/ PDF文書および HTML文書
をダウンロードできます。
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Sunのサービス URL 内容

サポートおよび
トレーニング

http://jp.sun.com/supportraining/ 技術サポート、パッチのダ
ウンロード、および Sunの
トレーニングコース情報を
提供します。

表記上の規則
このマニュアルでは、次のような字体や記号を特別な意味を持つものとして使用しま
す。

表 P–1表記上の規則

字体または記号 意味 例

AaBbCc123 コマンド名、ファイル名、ディレク
トリ名、画面上のコンピュータ出
力、コード例を示します。

.loginファイルを編集します。

ls -a を使用してすべてのファイル
を表示します。

system%

AaBbCc123 ユーザーが入力する文字を、画面上
のコンピュータ出力と区別して示し
ます。

system% su

password:

AaBbCc123 変数を示します。実際に使用する特
定の名前または値で置き換えます。

ファイルを削除するには、rm
filenameと入力します。

『』 参照する書名を示します。 『コードマネージャ・ユーザーズガ
イド』を参照してください。

「」 参照する章、節、ボタンやメニュー
名、強調する単語を示します。

第 5章「衝突の回避」を参照してく
ださい。

この操作ができるのは、「スーパー
ユーザー」だけです。

\ 枠で囲まれたコード例で、テキスト
がページ行幅を超える場合に、継続
を示します。

sun% grep ‘^#define \

XV_VERSION_STRING’

コード例は次のように表示されます。

� Cシェル

machine_name% command y|n [filename]

� Cシェルのスーパーユーザー
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machine_name# command y|n [filename]

� Bourneシェルおよび Kornシェル

$ command y|n [filename]

� Bourneシェルおよび Kornシェルのスーパーユーザー

# command y|n [filename]

[ ]は省略可能な項目を示します。上記の例は、filenameは省略してもよいことを示し
ています。

|は区切り文字 (セパレータ)です。この文字で分割されている引数のうち 1つだけを
指定します。

キーボードのキー名は英文で、頭文字を大文字で示します (例: Shiftキーを押しま
す)。ただし、キーボードによっては Enterキーが Returnキーの動作をします。

ダッシュ (-)は 2つのキーを同時に押すことを示します。たとえば、Ctrl-Dは
Controlキーを押したまま Dキーを押すことを意味します。
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第 1章

WebSphere 5.1プラグインの概要

この章では、N1™ Grid Service Provisioning Systemを使用して、WebSphere 5.1アプ
リケーションをプロビジョニングするための一般的な情報について説明します。この
章では、次の内容について説明します。

� 11ページの「WebSphere 5.1プラグインの目的」
� 11ページの「WebSphere 5.1プラグインに含まれるもの」
� 12ページの「WebSphere 5.1プラグインを使用するための要件」

WebSphere 5.1プラグインの目的
N1 Grid Service Provisioning Systemソフトウェアは、WebSphere 5.1アプリケー
ションサーバー製品をサポートするための拡張機能を提供します。アプリケーション
サーバー、配備マネージャー、およびクラスタをプロビジョニングソフトウェアで
インストールすると、WebSphere 5.1インフラストラクチャーをプロビジョニングで
きます。インストール後、アプリケーションサーバーを起動または停止することに
よって、WebSphere 5.1環境を管理できます。以前インストールされていたアプリ
ケーションも、取得して、企業全体に配備できます。

WebSphere 5.1プラグインに含まれるも
の
WebSphereプラグインには、WebSphere 5.1アプリケーションサーバー製品と
WebSphereに配備されたアプリケーションを構成およびインストールするためのいく
つかのコンポーネントとプランが含まれます。
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� 企業アプリケーション (EARファイル)をインストールするためのプラン

� WebSphere 5.1インフラストラクチャーをサポートするためのコンポーネントとプ
ラン

� WebSphereスタンドアロンアプリケーションサーバー
� WebSphereアプリケーションサーバーのインスタンス
� WebSphere Network配備マネージャー
� WebSphereクラスタ
� WebSphereクラスタメンバー
� WebSphereセル

� WebSphere 5.1アプリケーションサーバー上のアプリケーションを取得して配備す
るためのコンポーネントとプラン

� WebSphere 5.1環境を構成するためのコンポーネントとプラン

� データソース

� JDBCプロバイダ

� Java™プラットフォーム用の仮想マシン (Java仮想マシン、JVM™マシン、ま
たは JVM™ツールインタフェース)

� WebSphere 5.1コマンドをプロビジョニングシステムのブラウザインタフェース
から実行するためのコンポーネントとプラン

WebSphere 5.1プラグインを使用するた
めの要件
WebSphereプラグインがWebSphere Application Server Version 5.1をサポートするプ
ラットフォームは次のとおりです。

� Solaris 8 (SPARC版)

� Solaris 9 (SPARC版)

� RedHat Linux AS 2.1

� RedHat Linux AS 3.0

� AIX 5.1と 5.2

注 – WebSphere Application Server Version 5.1はAIX 5.3と互換性がありますが、
N1 Grid Service Provisioning SystemソフトウェアはAIX 5.3をサポートしませ
ん。
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WebSphereソフトウェアを使用するための詳細な要件については、IBMのマニュアル
を参照してください。ハードウェアとソフトウェアの要件についての詳細は、次の
WebSphere Application Serverサポートマニュアルを参照してください。
http://www-306.ibm.com/software/webservers/appserv/doc/v51/
prereqs/prereq51.html

第 1章 • WebSphere 5.1プラグインの概要 13
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第 2章

WebSphereプラグインのリリースノー
ト

この章では、WebSphereプラグインの最新情報と既知の問題を説明します。

インストールに関する情報
次に、WebSphereプラグインをインストールするときに発生することが判明している
問題を示します。

追加のパッチが必要
WebSphereプラグインを実行するには、パッチ 119655-01を N1 Grid Service
Provisioning System 5.0ソフトウェアにインストールする必要があります。この
パッチをダウンロードするには、http://sunsolve.sun.comにアクセスしてくだ
さい。

注 –パッチ 119655–01をインストールしており、かつ、Windows 2000プラグインを
使用する予定がある場合は、さらに、パッチ 119656–01をインストールする必要があ
ります。
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第 3章

WebSphereプラグインのインストール
と構成

この章では、WebSphereプラグインをインストールして構成する方法について説明し
ます。この章では、次の内容について説明します。

� 17ページの「WebSphereプラグインの入手」
� 17ページの「N1 Grid Service Provisioning SystemへのWebSphereプラグインの
追加」

WebSphereプラグインの入手
IBM WebSphere Application Serverソリューションは、N1 Grid Service Provisioning
Systemソフトウェアの「プラグイン」として提供されます。プラグインは、Java™
Archive (JAR)ファイルにパッケージされています。WebSphere Application Serverソ
リューションのプラグインファイルは、N1 Grid Service Provisioning System 5.0
Supplement CDまたは Sun Download Centerから入手できます。

N1 Grid Service Provisioning Systemへ
のWebSphereプラグインの追加
N1 Grid Service Provisioning System製品にプラグインを認識させるには、そのプラ
グインをインポートする必要があります。プラグインをインポートするには、次の手
順に従います (詳細は、『N1 Grid Service Provisioning System 5.0システム管理者ガ
イド』の第 5章「プラグインの管理」を参照)。

1. メインウィンドウの「Administrative」セクションで、「Plug-ins」をクリックし
ます。
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2. 「Plug-ins」ページの「Action」列で、「Import」をクリックします。

3. com.sun.was_1.0.jarファイルをダウンロードした場所をブラウズします。

4. 「Continue to Import」ボタンをクリックします。

インポートが正常に終了すると、プラグインの詳細ページが開いて、そのプラグイン
が提供する中身が表示されます。

プラグインのアーカイブファイルは、コマンド行からもインポートできます。次のコ
マンドを使います。

% cr_cli -cmd plg.p.add -path com.sun.was_1.0.jar u username -p password

� WebSphereプラグインのMaster Serverを構成す
る
WebSphereプラグインを使用するには、プロビジョニングシステムの基本構成を少し
変更して、アプリケーション間で通信できるようにし、プランを実行できる十分な時
間を提供する必要があります。

1. プラグインをインポートします。

17ページの「WebSphereプラグインの入手」を参照してください。

2. 次のWebSphere 5.1セッション変数を設定します。WS_DEFAULT_USERと
WS_DEFAULT_PASSWORDです。

これらの変数は、スタンドアロンアプリケーションサーバーのインストール時、配
備マネージャーのインストール時、およびノードの統合 (フェデレーション)時に
使用されます。

3. プロビジョニングシステムのコマンド行インタフェース (CLI)を表示する仮想ホス
トを作成します。

この仮想ホストを定義するには、次の属性を使用します。

� ホスト: cliHost
� ホストタイプ: com.sun.was#cliHT
� cliLoc: CLIへの絶対パス。

たとえば、InstallPath/cli/bin/cr_cli

� 親ホスト: Master Server上にあるリモートエージェント。

4. Master Serverを実行しているマシンに CLIをインストールします。

5. Master Serverを実行しているマシンに Remote Agentソフトウェアをインストー
ルして起動します。

6. Master Serverの「Host Edit」ページに進んで、「Include Remote Agent On
This Physical Host」オプションを選択します。

手順
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7. Master Serverの config.propertiesファイルを変更します。

allowSessionIDOnHostsを使用すると、このプラグインはコマンド行インタ
フェースと Remote Agentインタフェースを通じてMaster Serverと通信できま
す。

defaultPlanTimeoutを使用すると、プランを実行できるデフォルトの時間を
増やすことができます。この値の単位は秒です。この行は、デフォルトのプラン実
行時間 30分 (1800秒)を増やす必要がある場合に追加します。この例では、100分
(6000秒)という値を使用します。

このファイルに次の行を追加します。

config.allowSessionIDOnHosts=masterserver

pe.defaultPlanTimeout=6000

config.propertiesファイルのデフォルトの場所は、
/opt/SUNWn1sps/N1_Grid_Service_Provisioning_System_5.0/server/config
です。

8. Master Serverを再起動します。
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第 4章

WebSphere 5.1プラグインの使用法

WebSphere 5.1プラグインは、特定のプランとコンポーネントタイプをいくつも備え
ています。WebSphere 5.1アプリケーションの使用に必要な機能を簡単に使用できま
す。この章では、次の内容について説明します。

� 21ページの「WebSphere Application Server Version 5.1環境の構成」
� 24ページの「WebSphereインフラストラクチャーコンポーネントの作成」
� 35ページの「WebSphere 5.1環境の構成」
� 40ページの「WebSphere 5.1インフラストラクチャーコンポーネントの管理」
� 48ページの「WebSphereアプリケーションを配備するためのコンポーネントタイ
プの使用法」

� 50ページの「プラン」
� 51ページの「障害追跡」

WebSphere Application Server Version
5.1環境の構成

プラグインの規定
プロビジョニングシステムを使用すると、アプリケーションをプロビジョニングおよ
び管理できます。
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プランとコンポーネントプロシージャー
WebSphere 5.1プラグインは、タスクを実行するためのツールとして、プランとコン
ポーネントプロシージャーの両方を提供します。プランを使用することによって、使
用する機能に直接リンクできます。コンポーネントプロシージャーを使用することに
よって、実行できるタスクの数が大幅に増えます。WebSphereプラグインとともに含
まれるプランを使用して実行できるタスクはすべて、コンポーネントプロシージャー
を使用して実行できます。

タスク名
WebSphere 5.1プラグインは、タスクを次の 4つのカテゴリに分類します。つまり、
アプリケーションタスク、インフラストラクチャータスク、構成タスク、および高度
なタスクです。これら 4つのタスクカテゴリは、実行する必要があるタスクを記述す
るための同じ規約に従います。

表 4–1共通のタスク名

タスク名 説明

View All 指定したフォルダ内にある特定のタイプのコ
ンポーネントすべてにリンクします。

作成 コンポーネントの「Details」ページにリンク
して、当該タイプの新しいコンポーネントを
プロビジョニングシステムに追加できます。
既存のアプリケーションサーバーからイン
ポートするか、ファイルシステムを探すこと
によって、新しいコンポーネントを作成でき
ます。

Start or Stop コンポーネントの「Details」ページにリンク
して、Start or Stopコンポーネントプロシー
ジャーを実行できます。

Install、Uninstall、Remove、Join、Leave 記述した機能を生成するプランにリンクしま
す。

全体的な前提条件
プロビジョニングシステム内のすべてのタスクは、特定のアクセス権を必要としま
す。WebSphere 5.1プラグイン内でタスクを実行するには、ユーザーは、当該コン
ポーネントが入っているフォルダに「Run Component Procedures」アクセス権を持
つユーザーグループに属している必要があります。さらに、ユーザーは、当該コン
ポーネントを配備するホストセットに「Allow on Host Set」アクセス権を持っている
必要があります。

アクセス権についての詳細は、『N1 Grid Service Provisioning System 5.0システム管
理者ガイド』の第 3章「アクセス許可を使用したアクセスの制御」を参照してくださ
い。
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グループのメンバーシップを更新する方法については、『N1 Grid Service
Provisioning System 5.0システム管理者ガイド』の「ユーザーのグループメンバー
シップを変更する」を参照してください。

プロセスの概要
WebSphere 5.1環境をプロビジョニングシステム内で作成するプロセスは、この環境
をプロビジョニングシステムなしで作成するプロセスに似ています。

1. WebSphere 5.1プラグインをインポートします。

17ページの「N1 Grid Service Provisioning SystemへのWebSphereプラグインの
追加」を参照してください。

2. プロビジョニングシステムのMaster Serverを構成します。

18ページの「WebSphereプラグインのMaster Serverを構成する」を参照してく
ださい。

3. 次のWebSphere 5.1セッション変数を設定します。WS_DEFAULT_USERと
WS_DEFAULT_PASSWORDです。

これらの変数は、スタンドアロンアプリケーションサーバーのインストール時、配
備マネージャーのインストール時、およびノードの統合 (フェデレーション)時に
使用されます。

『N1 Grid Service Provisioning System 5.0プランとコンポーネントの開発者ガイ
ド』の第 5章「セッション変数」を参照してください。

4. すべてのホストを準備します。

WebSphere 5.1プラグインには新しいシステムサービスが含まれており、これらの
サービスはプロビジョニングシステム内のすべてのホストにプッシュアウトする必
要があります。『N1 Grid Service Provisioning System 5.0システム管理者ガイ
ド』の「物理ホストの準備」を参照してください。

5. スタンドアロンのWebSphereアプリケーションサーバーを作成します。

24ページの「スタンドアロンWebSphereアプリケーションサーバーをインス
トールする」を参照してください。

6. 追加のアプリケーションサーバーインスタンスを作成します。

27ページの「アプリケーションサーバーインスタンスを作成する」を参照してく
ださい。

7. (任意)配備マネージャーを作成します。

29ページの「配備マネージャーをインストールする」を参照してください。

8. 必要であれば、WebSphereアプリケーションサーバーごとに配備マネージャーを
追加します。

31ページの「配備マネージャーにノードを追加する」を参照してください。

9. (任意)クラスタを作成して、クラスタメンバーをクラスタに追加します。

32ページの「WebSphereクラスタを作成する」と33ページの「クラスタメン
バーを追加する」を参照してください。
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10.必要であれば、アプリケーションのデータベースへの接続を構成します。

a. JDBC Providerを構成します。

35ページの「JDBC Providerコンポーネントを作成する」を参照してくださ
い。

b. データソースを構成します。

37ページの「データソースコンポーネントを作成する」を参照してくださ
い。

11. Java仮想マシン (JVM)コンポーネントを構成します。

39ページの「JVMコンポーネントを構成する」を参照してください。

12.アプリケーションファイルを取得します。

13.ターゲットのアプリケーションサーバーまたはクラスタにアプリケーションを配備
します。

アプリケーションを配備するターゲットは、アプリケーションサーバーまたはクラ
スタのどちらでもかまいません。

49ページの「エンタープライスアプリケーションのインストール」を参照してく
ださい。

WebSphereインフラストラクチャーコン
ポーネントの作成
WebSphereアプリケーションサーバーにアプリケーションを配備するには、まず、プ
ロビジョニングシステムを使用してWebSphereコンポーネントをインストールする
か、既存のWebSphere構成を取得する必要があります。

� スタンドアロンWebSphereアプリケーションサー
バーをインストールする
アプリケーションにサービスを提供できるようにアプリケーションサーバーインスタ
ンスを設定するには、まず、スタンドアロンアプリケーションサーバーをインストー
ルする必要があります。1台のスタンドアロンアプリケーションサーバーには、複数
のアプリケーションサーバーインスタンスを格納できます。このスタンドアロンアプ
リケーションサーバーは単一のエンティティとして管理するか、配備マネージャーに
よって管理できます。アプリケーションサーバーについての情報はすべて、アプリ
ケーションサーバーと (配備マネージャーを使用している場合は)配備マネージャーの
両方に格納されます。
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コンポーネントをインストールして、新しいスタンドアロンアプリケーションサー
バーを作成するときには、次の作業も必要になります。

� WebSphere 5.1アプリケーションソフトウェアのインストール

� スタンドアロンアプリケーションサーバーの構成

� スタンドアロンアプリケーションサーバーの仮想ホストの作成

� アプリケーションサーバーインスタンスごとに、コンポーネントと仮想ホストを作
成します。

この手順を使用すると、プロビジョニングシステム内で、スタンドアロンWebSphere
アプリケーションサーバーを作成したり、既存のスタンドアロンアプリケーション
サーバーを登録したりできます。

注 –この作業は、rootとして実行します。

スタンドアロンアプリケーションサーバーを作成するには、ユーザーは、当該コン
ポーネントが入っているフォルダに「Run Component Procedures」アクセス権を持
つユーザーグループに属している必要があります。さらに、ユーザーは、当該コン
ポーネントを配備するホストセットに「Allow on Host Set」アクセス権を持っている
必要があります。

1. WebSphere セッション変数 WS_DEFAULT_USER と WS_DEFAULT_PASSWORD が
設定されていることを確認します。

セッション変数についての詳細は、『N1 Grid Service Provisioning System 5.0プ
ランとコンポーネントの開発者ガイド』の第 5章「セッション変数」を参照してく
ださい。

2. ブラウザインタフェースの「Common Tasks」セクションで、「WebSphere 5.1」
をクリックします。

3. 「WebSphere Application Server for Standalone Systems: Install」リンクをク
リックします。

プランの「Details」ページが表示されます。

4. 「Run」をクリックします。

プランの「Run」ページが表示されます。

5. 「Plan Parameters」領域で、配備する StandaloneInstallコンポーネントの
変数設定を選択します。

� 当該コンポーネントの変数設定が確立されている場合、メニューから適切な設
定を選択します。

� メニューから設定を選択できない場合は、「Select From List」をクリックしま
す。

始める前に

手順
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「Select Variable Settings From List」ウィンドウが表示されます。

� 新しい変数設定セットを作成するには、「Create Set」を選択します。

次のリストに、StandaloneInstallコンポーネントの変数のうち、更新
する可能性が高い変数を示します。ほとんどの変数はデフォルト値のままで
かまいません。

注 –スタンドアロンアプリケーションサーバーのデフォルトのポート値を変
数する場合は、配備マネージャーのポート値と衝突しないように注意してく
ださい。

変数セット名 必須。新たに作成する変数セットの名前。

installPath 必須。WebSphere 5.1をインストールする場所。
installPathのデフォルト値は、前回、WebSphere
コンポーネントをインストールしたときに使用したイ
ンストールパスです。

installerHome 必須。スタンドアロンアプリケーションサーバーのイ
ンストーラの場所。

注 –パス名の後に余分な空白を入れないでください。

name 必須。スタンドアロンアプリケーションサーバーの仮
想ホストの名前。

� ほかのコンポーネントの変数セットを使用するには、「Import Set」をク
リックします。

変数セットのインポートについての詳細は、『N1 Grid Service Provisioning
System 5.0オペレーションとプロビジョニングガイド』の「プランを実行す
る」を参照してください。

6. 「Plan Parameters」領域で、配備する「AppInstance」コンポーネント
の「Default」変数セットを選択します。

注 –新しい変数セットを作成する場合は、アプリケーションサーバーインスタンス
名を変更しないでください。この名前は server1である必要があります。それ以
外の場合、インストールは失敗します。

7. ターゲットホストを選択します。

スタンドアロンアプリケーションサーバーは、ターゲットホストとして選択したリ
モートエージェント上にインストールされます。
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注 –ターゲットホストは、com.sun.was#InstallTargetsHSホストセットのメ
ンバーである必要があります。

8. 「Target Host Set」チェックボックスを選択解除します。

9. プロビジョニングシステム内で既存のスタンドアロンアプリケーションサーバーを
取得している場合は、「markOnly Install」オプションを選択します。

このオプションを選択すると、既存のWebSphere 5.1オブジェクトを表すコンポー
ネントを作成して、そのオブジェクトをプロビジョニングシステムを通じて管理で
きます。

10.「Run Plan (includes Preflight)」をクリックします。

11.「Hosts」ページを表示して、スタンドアロンアプリケーションサーバーとアプリ
ケーションサーバーインスタンスの仮想ホストが作成されていることを確認しま
す。

� アプリケーションサーバーインスタンスを作成す
る
スタンドアロンアプリケーションサーバーを作成すると、自動的に 1つのアプリケー
ションサーバーインスタンス server1が作成されます。この手順は、追加のアプリ
ケーションサーバーインスタンスを作成する必要がある場合に使用します。

この手順を使用すると、プロビジョニングシステム内で、アプリケーションサーバー
インスタンスを作成したり、既存のアプリケーションサーバーインスタンスを取得し
たりできます。

注 –この作業は、rootとして実行します。

アプリケーションサーバーインスタンスを作成するには、まず、スタンドアロンアプ
リケーションサーバーを作成する必要があります。詳細は、24ページの「スタンドア
ロンWebSphereアプリケーションサーバーをインストールする」を参照してくださ
い。

1. ブラウザインタフェースの「Common Tasks」セクションで、「WebSphere 5.1」
をクリックします。

2. 「Application Server Instances: Install」リンクをクリックします。

プランの「Details」ページが表示されます。

始める前に

手順
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3. 「Run」をクリックします。

プランの「Run」ページが表示されます。

4. 「Plan Parameters」領域で、配備する AppInstanceコンポーネントの変数設定
を選択します。

新しいアプリケーションサーバーインスタンスごとに、一意の名前が必要です。新
しいアプリケーションサーバーインスタンスごとに、その名前を示す新しい変数
セットを作成する必要があります。

� 当該コンポーネントの変数設定が確立されている場合、メニューから適切な設
定を選択します。

� メニューから設定を選択できない場合は、「Select From List」をクリックしま
す。

「Select Variable Settings From List」ウィンドウが表示されます。

� 新しい変数設定セットを作成するには、「Create Set」を選択します。

次のリストに、AppInstanceコンポーネントの変数のうち、更新する可能
性が高い変数を示します。AppInstance変数の設定は、主に、スタンドア
ロンアプリケーションサーバーの変数設定値に依存します。ほとんどの変数
はデフォルト値のままでかまいません。

変数セット名 必須。新たに作成する変数セットの名前。

name 必須。アプリケーションサーバーインスタンスの名前。

� ほかのコンポーネントの変数セットを使用するには、「Import Set」をク
リックします。

変数セットのインポートについての詳細は、『N1 Grid Service Provisioning
System 5.0オペレーションとプロビジョニングガイド』の「プランを実行す
る」を参照してください。

5. ターゲットホストを選択します。

アプリケーションサーバーインスタンスをスタンドアロンアプリケーションサー
バーの仮想ホストにインストールします。

6. 「Target Host Set」チェックボックスを選択解除します。

7. プロビジョニングシステム内で既存のスタンドアロンアプリケーションサーバーを
取得している場合は、「markOnly Install」オプションを選択します。

このオプションを選択すると、既存のWebSphere 5.1オブジェクトを表すコンポー
ネントを作成して、そのオブジェクトをプロビジョニングシステムを通じて管理で
きます。

8. 「Run Plan (includes Preflight)」をクリックします。

9. 「Hosts」ページを表示して、新しいアプリケーションサーバーインスタンスの仮
想ホストが作成されていることを確認します。
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� 配備マネージャーをインストールする
複数のスタンドアロンアプリケーションサーバーが含まれる構成では、配備マネー
ジャーを使用すると、これらのスタンドアロンアプリケーションサーバーを管理でき
ます。配備マネージャーは、どのアプリケーションがどのアプリケーションサーバー
インスタンスに配備されているかを追跡します。

この手順を使用すると、プロビジョニングシステム内で、配備マネージャーを作成し
たり、既存の配備マネージャーを登録したりできます。

注 –この作業は、rootとして実行します。

1. WebSphere セッション変数 WS_DEFAULT_USER と WS_DEFAULT_PASSWORD が
設定されていることを確認します。

セッション変数についての詳細は、『N1 Grid Service Provisioning System 5.0プ
ランとコンポーネントの開発者ガイド』の第 5章「セッション変数」を参照してく
ださい。

2. ブラウザインタフェースの「Common Tasks」セクションで、「WebSphere 5.1」
をクリックします。

3. 「Network Deployment Manager: Install」リンクをクリックします。

プランの「Details」ページが表示されます。

4. 「Run」をクリックします。

プランの「Run」ページが表示されます。

5. 「Plan Parameters」領域で、配備する NetworkDeploymentInstallコンポー
ネントの変数設定を選択します。

� 当該コンポーネントの変数設定が確立されている場合、メニューから適切な設
定を選択します。

� メニューから設定を選択できない場合は、「Select From List」をクリックしま
す。

「Select Variable Settings From List」ウィンドウが表示されます。

� 新しい変数設定セットを作成するには、「Create Set」を選択します。

NetworkDeploymentInstall変数の設定は、主に、スタンドアロンアプ
リケーションサーバーの変数設定値に依存します。

手順
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注 –配備マネージャーのデフォルトのポート値を変更する場合は、スタンド
アロンアプリケーションサーバーのポート値と衝突しないように注意してく
ださい。

変数セット名 必須。新たに作成する変数セットの名前。

installPath 必須。WebSphere配備マネージャーをインストー
ルする場所。

installPathのデフォルト値は /opt/was51nd
です。

installerHome 必須。配備マネージャーのインストーラの場所。

注 –パス名の後に余分な空白を入れないでくださ
い。

name 必須。配備マネージャーの仮想ホストの名前。

httpServerPort 通常のWebアクセスに必須。Webサーバーの
ポート番号。

httpsTrnsprtPort 安全なWebアクセスに必須。安全なWebサー
バーのポート番号。

bootstrap 必須。ブートストラップのポート。スタンドアロ
ンアプリケーションサーバーと配備マネージャー
を同じリモートエージェントにインストールする
場合は、このポート番号を変更する必要がありま
す。

� ほかのコンポーネントの変数セットを使用するには、「Import Set」をク
リックします。

変数セットのインポートについての詳細は、『N1 Grid Service Provisioning
System 5.0オペレーションとプロビジョニングガイド』の「プランを実行す
る」を参照してください。

6. ターゲットホストを選択します。

配備マネージャーをリモートエージェントにインストールします。

注 –ターゲットホストは、com.sun.was#InstallTargetHSホストセットのメ
ンバーである必要があります。
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7. 「Target Host Set」チェックボックスを選択解除します。

8. プロビジョニングシステム内で既存のスタンドアロンアプリケーションサーバーを
取得している場合は、「markOnly Install」オプションを選択します。

このオプションを選択すると、既存のWebSphere 5.1オブジェクトを表すコンポー
ネントを作成して、そのオブジェクトをプロビジョニングシステムを通じて管理で
きます。

9. 「Run Plan (includes Preflight)」をクリックします。

10.「Hosts」ページを表示して、新しい配備マネージャーの仮想ホストが作成されて
いることを確認します。

� 配備マネージャーにノードを追加する
どのアプリケーションがどのスタンドアロンアプリケーションサーバーに配備されて
いるかを配備マネージャーが追跡するには、まず、これらのスタンドアロンアプリ
ケーションサーバーを配備マネージャーに追加する必要があります。このようにノー
ドを配備マネージャーに追加するプロセスのことを「統合 (フェデレーション)」と呼
びます。

注 –この作業は、rootとして実行します。

ノードを配備マネージャーに追加するには、まず、配備マネージャーをインストール
する必要があります。配備マネージャーをインストールする方法については、29ペー
ジの「配備マネージャーをインストールする」を参照してください。

1. ブラウザインタフェースの「Common Tasks」セクションで、「WebSphere 5.1」
をクリックします。

2. 「Network Deployment Manager: Federate」リンクをクリックします。

プランの「Details」ページが表示されます。

3. 「Run」をクリックします。

プランの「Run」ページが表示されます。

4. ターゲットホストを選択します。

統合 (フェデレーション)するスタンドアロンアプリケーションサーバーの仮想ホ
ストを選択します。

5. 「Target Host Set」チェックボックスを選択解除します。

始める前に
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6. スタンドアロンアプリケーションサーバーに統合 (フェデレーション)する配備マ
ネージャーの仮想ホストの名前を入力します。

7. 統合 (フェデレーション)したノードから配備マネージャーにアプリケーションを
コピーする場合は、「includeApps」オプションが「true」に設定されている
ことを確認します。

8. 既存の統合 (フェデレーション)されたスタンドアロンアプリケーションサーバー
を表示させるには、「markOnly Install」フィールドを選択します。

このオプションを選択すると、既存のWebSphere 5.1オブジェクトを表示させて、
そのオブジェクトをプロビジョニングシステムを通じて管理できます。

9. 「Run Plan (includes Preflight)」をクリックします。

統合 (フェデレーション)のあと、スタンドアロンアプリケーションサーバーの仮
想ホストのホストタイプ属性 cellNameと dmHostは適切な情報で更新されま
す。

� WebSphereクラスタを作成する
プロビジョニングシステムを通じてWebSphereクラスタを作成するときには、クラス
タメンバーを格納できる空のコンテナを作成します。クラスタメンバーをクラスタに
追加する方法については、33ページの「クラスタメンバーを追加する」を参照して
ください。

注 –この作業は、rootとして実行します。

1. ブラウザインタフェースの「Common Tasks」セクションで、「WebSphere 5.1」
をクリックします。

2. 「Cluster Management: Create」リンクをクリックします。

プランの「Details」ページが表示されます。

3. 「Run」をクリックします。

プランの「Run」ページが表示されます。

4. 「Plan Parameters」領域で、配備する Clusterコンポーネントの変数設定を選
択します。

新しいクラスタごとに一意の名前が必要です。新しいクラスタごとに、その名前を
示す新しい変数セットを作成する必要があります。

� 当該コンポーネントの変数設定が確立されている場合、メニューから適切な設
定を選択します。

手順
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� メニューから設定を選択できない場合は、「Select From List」をクリックしま
す。

「Select Variable Settings From List」ウィンドウが表示されます。

� 新しい変数設定セットを作成するには、「Create Set」を選択します。

次のリストに、Clusterコンポーネントの変数のうち、更新する可能性が
高い変数を示します。ほとんどの変数はデフォルト値のままでかまいませ
ん。

変数セット名 必須。新たに作成する変数セットの名前。

name 必須。クラスタの名前。

clusterSPSName 必須。クラスタの仮想ホストの名前。

� ほかのコンポーネントの変数セットを使用するには、「Import Set」をク
リックします。

変数セットのインポートについての詳細は、『N1 Grid Service Provisioning
System 5.0オペレーションとプロビジョニングガイド』の「プランを実行す
る」を参照してください。

5. ターゲットホストを選択します。

クラスタを管理する配備マネージャーの仮想ホストを選択します。

6. 「Target Host Set」チェックボックスを選択解除します。

7. 既存のクラスタを表すコンポーネントを作成している場合は、「markOnly
Install」オプションを選択します。

このオプションを選択すると、既存のWebSphere 5.1オブジェクトを表すコンポー
ネントを作成して、そのオブジェクトをプロビジョニングシステムを通じて管理で
きます。

8. 「Run Plan (includes Preflight)」をクリックします。

9. 「Hosts」ページを表示して、クラスタの仮想ホストが作成されていることを確認
します。

� クラスタメンバーを追加する
この手順を使用すると、選択したクラスタに新しいクラスタメンバーを作成できま
す。

注 –この作業は、rootとして実行します。
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1. ブラウザインタフェースの「Common Tasks」セクションで、「WebSphere 5.1」
をクリックします。

2. 「Cluster Member Management: Join」リンクをクリックします。

プランの「Details」ページが表示されます。

3. 「Run」をクリックします。

プランの「Run」ページが表示されます。

4. 「Plan Parameters」領域で、配備する ClusterMemberコンポーネントの変数設
定を選択します。

新しいクラスタメンバーごとに一意の名前が必要です。新しいクラスタメンバーご
とに、その名前を示す新しい変数セットを作成する必要があります。

� 当該コンポーネントの変数設定が確立されている場合、メニューから適切な設
定を選択します。

� メニューから設定を選択できない場合は、「Select From List」をクリックしま
す。

「Select Variable Settings From List」ウィンドウが表示されます。

� 新しい変数設定セットを作成するには、「Create Set」を選択します。

次のリストに、ClusterMemberコンポーネントの変数のうち、更新する可
能性が高い変数を示します。ほとんどの変数はデフォルト値のままでかまい
ません。

変数セット名 必須。新たに作成する変数セットの名前。

name 必須。クラスタメンバーの名前。

cmemberSPSName 必須。クラスタメンバーの仮想ホストの名前。

� ほかのコンポーネントの変数セットを使用するには、「Import Set」をク
リックします。

変数セットのインポートについての詳細は、『N1 Grid Service Provisioning
System 5.0オペレーションとプロビジョニングガイド』の「プランを実行す
る」を参照してください。

5. ターゲットホストを選択します。

クラスタメンバーを追加するクラスタの仮想ホストを選択します。

6. 「Target Host Set」チェックボックスを選択解除します。

7. 既存のクラスタメンバーを表すコンポーネントを作成している場合は、
「markOnly Install」オプションを選択します。

このオプションを選択すると、既存のWebSphere 5.1オブジェクトを表すコンポー
ネントを作成して、そのオブジェクトをプロビジョニングシステムを通じて管理で
きます。
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8. 「Run Plan (includes Preflight)」をクリックします。

9. 「WebSphere 5.1 Common Tasks」ページの「View Cluster Members」リンクを
クリックして、クラスタメンバーが作成されていることを確認します。

WebSphere 5.1環境の構成
WebSphere 5.1プラグインを使用すると、WebSphere 5.1環境の様々な側面を構成す
るコンポーネントを作成できます。この節では、次の作業について説明します。

� 35ページの「JDBC Providerコンポーネントを作成する」
� 36ページの「JDBC Providerコンポーネントをインストールする」
� 37ページの「データソースコンポーネントを作成する」
� 38ページの「データソースコンポーネントをインストールする」
� 39ページの「JVMコンポーネントを構成する」
� 40ページの「JVMコンポーネントをインストールする」

� JDBC Providerコンポーネントを作成する
JDBCプロバイダコンポーネントを作成して、インストールします。36ページ
の「JDBC Providerコンポーネントをインストールする」を参照してください。

1. ブラウザインタフェースの「Common Tasks」セクションで、「WebSphere 5.1」
をクリックします。

2. 「JDBC Provider: Create」リンクをクリックします。

コンポーネントの「Edit」ページが表示されます。

3. 新しい JDBC Providerのコンポーネント名を入力します。

4. (省略可能) JDBC Providerのラベルと説明を入力します。

5. コンポーネントの変数の値を変更して、「Check In」をクリックします。

次のリストに、コンポーネントの変数のうち、更新する必要がある変数を示しま
す。ほとんどの変数はデフォルト値のままでかまいません。

providerName 必須。作成する JDBC Providerの名前。

implementationClassName 必須。JDBCドライバ実装の Javaクラス名。

dbClasspath 必須。リソースプロバイダクラスの場所を形成
するパスのリストまたは JARファイル名。
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6. デフォルトのフォルダを使用しない場合、「Change Folder」リンクをクリックし
て、Data Sourceコンポーネントを格納するフォルダを選択します。

「Change Folder」ウィンドウでフォルダを選択して、「Change to Selected
Folder」をクリックします。

注 –プラグインが所有するフォルダには、新しいコンポーネントを作成できませ
ん。

7. 「Continue to Check In」をクリックします。

「Components」ページが表示されます。

� JDBC Providerコンポーネントをインストールする
インストールする JDBC Providerコンポーネントは、プロビジョニングシステム内に
存在する必要があります。35ページの「JDBC Providerコンポーネントを作成する」
を参照してください。

1. ブラウザインタフェースの「Common Tasks」セクションで、「WebSphere 5.1」
をクリックします。

2. 「JDBC Provider: View All」リンクをクリックします。

コンポーネントの「Edit」ページが表示されます。

3. コンポーネントを探すとき、必要であれば、ルートフォルダに移動して、「Show
Flat View」オプションを選択します。

プロビジョニングシステムで登録されているすべての JDBC Providerコンポーネ
ントが「Component」テーブルに表示されます。

4. インストールする JDBC Providerコンポーネントの行で、「Details」をクリック
します。

コンポーネントの「Details」ページが表示されます。

5. 「Component Procedures」テーブルで、「Default: Install」プロシージャーを選
択して、「Run」をクリックします。

プランの「Run」ページが表示されます。

6. 変数セットを選択します。

7. ターゲットホストを選択します。

始める前に
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次のいずれか 1つのホストにデータソースコンポーネントを割り当てます。

� スタンドアロンアプリケーションサーバーの仮想ホスト
� 配備マネージャーの仮想ホスト
� クラスタメンバーの仮想ホスト
� アプリケーションサーバーインスタンスの仮想ホスト

8. 「Target Host Set」チェックボックスを選択解除します。

9. 「Run Plan (includes Preflight)」をクリックします。

� データソースコンポーネントを作成する
データソースコンポーネントを作成して、インストールします。38ページの「デー
タソースコンポーネントをインストールする」を参照してください。

データソースコンポーネントを作成するには、まず、JDBCプロバイダコンポーネン
トを作成してインストールする必要があります。35ページの「JDBC Providerコン
ポーネントを作成する」を参照してください。

1. ブラウザインタフェースの「Common Tasks」セクションで、「WebSphere 5.1」
をクリックします。

2. 「Data Source: Create」リンクをクリックします。

コンポーネントの「Edit」ページが表示されます。

3. 新しいデータソースのコンポーネント名を入力します。

4. (省略可能)データソースのラベルと説明を入力します。

5. 必要であれば、コンポーネントの変数の値を変更して、「Check In」をクリック
します。

次のリストに、コンポーネントの変数のうち、更新する必要がある変数を示しま
す。ほとんどの変数はデフォルト値のままでかまいません。

jdbcProvider 必須。Data Sourceを作成する JDBCプロバイダの名
前。

jndiName 必須。データソースの JNDI名。

dsHelperClassName 必須。特定のデータベース機能を実行するのに使用す
るデータストアヘルパーの名前。

authDataAlias 必須。実行時データベース認証に使用する別名。

dbName 必須。データベース名。

始める前に
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6. 「Change Folder」リンクをクリックして、Data Sourceコンポーネントを格納す
るフォルダを変更します。

「Change Folder」ウィンドウでフォルダを選択して、「Change to Selected
Folder」をクリックします。

注 –プラグインが所有するフォルダには、新しいコンポーネントは作成できませ
ん。

7. 「Continue to Check In」をクリックします。

「Components」ページが表示されます。

� データソースコンポーネントをインストールする
インストールする Data Sourceコンポーネントは、プロビジョニングシステム内に存
在する必要があります。38ページの「データソースコンポーネントをインストールす
る」を参照してください。

1. ブラウザインタフェースの「Common Tasks」セクションで、「WebSphere 5.1」
をクリックします。

2. 「Data Source: View All」リンクをクリックします。

コンポーネントの「Edit」ページが表示されます。

3. コンポーネントを探すとき、必要であれば、ルートフォルダに移動して、「Show
Flat View」オプションを選択します。

プロビジョニングシステム内で登録されているすべてのデータソースコンポーネン
トが「Component」テーブルに表示されます。

4. インストールする Data Sourceコンポーネントの行で、「Details」をクリックし
ます。

コンポーネントの「Details」ページが表示されます。

5. 「Component Procedures」テーブルで、「Default」を選択します。プロシー
ジャーをインストールして、「Run」をクリックします。

プランの「Run」ページが表示されます。

6. 変数セットを選択します。

7. ターゲットホストを選択します。
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次のホストからデータソースコンポーネントを 1つ選択します。

� スタンドアロンアプリケーションサーバーの仮想ホスト
� 配備マネージャーの仮想ホスト
� クラスタメンバーの仮想ホスト
� アプリケーションサーバーインスタンスの仮想ホスト

8. 「Target Host Set」チェックボックスを選択解除します。

9. 「Run Plan (includes Preflight)」をクリックします。

� JVMコンポーネントを構成する

1. ブラウザインタフェースの「Common Tasks」セクションで、「WebSphere 5.1」
をクリックします。

2. 「JVM: Configure」リンクをクリックします。

コンポーネントの「Edit」ページが表示されます。

3. 新しい JVMコンポーネント名を入力します。

4. (省略可能) JVMのラベルと説明を入力します。

5. コンポーネントの変数の値を変更して、「Check In」をクリックします。

次のリストに、コンポーネントの変数のうち、更新できる変数を示します。ほとん
どの変数はデフォルト値のままでかまいません。

initHeapSize 必須。初期ヒープサイズ。

maxHeapSize 必須。最大ヒープサイズ。

6. デフォルトのフォルダを使用しない場合、「Change Folder」リンクをクリックし
て、Data Sourceコンポーネントを格納するフォルダを選択します。

「Change Folder」ウィンドウでフォルダを選択して、「Change to Selected
Folder」をクリックします。

注 –プラグインが所有するフォルダには、新しいコンポーネントは作成できませ
ん。

7. 「Continue to Check In」をクリックします。

「Components」ページが表示されます。
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� JVMコンポーネントをインストールする
インストールする JVMコンポーネントは、プロビジョニングシステム内に存在する
必要があります。39ページの「JVMコンポーネントを構成する」を参照してくださ
い。

1. ブラウザインタフェースの「Common Tasks」セクションで、「WebSphere 5.1」
をクリックします。

2. 「JVM: View Configurations」リンクをクリックします。

コンポーネントの「Edit」ページが表示されます。

3. コンポーネントを探すとき、必要であれば、ルートフォルダに移動して、「Show
Flat View」オプションを選択します。

プロビジョニングシステム内で登録されているすべての JVMコンポーネント
が「Component」テーブルに表示されます。

4. インストールする JVMコンポーネントの行で、「Details」をクリックします。

コンポーネントの「Details」ページが表示されます。

5. 「Component Procedures」テーブルで、「Default」を選択します。プロシー
ジャーをインストールして、「Run」をクリックします。

プランの「Run」ページが表示されます。

6. 変数セットを選択します。

7. ターゲットホストを選択します。

ターゲットホストは、アプリケーションサーバーまたはクラスタメンバーのどちら
かです。

8. 「Target Host Set」チェックボックスを選択解除します。

9. 「Run Plan (includes Preflight)」をクリックします。

WebSphere 5.1インフラストラクチャー
コンポーネントの管理
プロビジョニングシステムを使用すると、WebSphere 5.1インフラストラクチャーコ
ンポーネントをインストールするだけではなく、これらのコンポーネントを起動、停
止、およびアンインストールできます。この節では、次の作業について説明します。

始める前に
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� 41ページの「スタンドアロンシステムのアプリケーションサーバーを起動または
停止する」

� 41ページの「スタンドアロンシステムのアプリケーションサーバーをアンインス
トールする」

� 42ページの「アプリケーションサーバーインスタンスを起動または停止する」
� 43ページの「アプリケーションサーバーインスタンスをアンインストールする」
� 43ページの「配備マネージャーを起動または停止する」
� 44ページの「配備マネージャーをアンインストールする」
� 44ページの「クラスタを起動または停止する」
� 45ページの「クラスタをアンインストールする」
� 46ページの「クラスタメンバーを削除する」

� スタンドアロンシステムのアプリケーションサー
バーを起動または停止する

1. ブラウザインタフェースの「Common Tasks」セクションで、「WebSphere 5.1」
をクリックします。

2. 「WebSphere Application Server for Standalone Systems: Start or Stop」リンク
をクリックします。

コンポーネントの「Details」ページが表示されます。

3. 「Component Procedures」テーブルで、「startServer」または「stopServer」プ
ロシージャーを選択して、「Run」をクリックします。

プランの「Run」ページに、スタンドアロンアプリケーションサーバーがインス
トールされているホストが表示されます。

4. 起動または停止するホストを選択します。

現在のインストールリストから、ホストとそのインストールパスを選択します。

5. 「Run Selected Installations」をクリックします。

6. プランの詳細が間違っていないことを確認して、「Run Plan (includes
Preflight)」をクリックします。

� スタンドアロンシステムのアプリケーションサー
バーをアンインストールする

1. ブラウザインタフェースの「Common Tasks」セクションで、「WebSphere 5.1」
をクリックします。

手順
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2. 「WebSphere Application Server for Standalone Systems: Uninstall」リンクをク
リックします。

プランの「Details」ページが表示されます。

3. 「Run」をクリックします。

プランの「Run」ページに、スタンドアロンアプリケーションサーバーがインス
トールされているリモートエージェントが表示されます。

4. ターゲットホストを選択します。

スタンドアロンアプリケーションサーバーがインストールされているリモートエー
ジェントを選択します。

5. 「Target Host Set」チェックボックスを選択解除します。

6. アンインストールするアプリケーションサーバーのバージョンを指定するには、ア
プリケーションサーバーのインストールパスを入力します。

この値を省略した場合、前回インストールしたコンポーネントが (パスに関係なく)
使用されます。コンポーネントが解決される前に、この値はユニバーサル形式に変
換されます。この属性は単純な代入変数であると見なすことができます。

7. スタンドアロンアプリケーションサーバーをプロビジョニングシステムから削除
し、そのアプリケーションサーバーをWebSphere環境で実行し続ける場合、
「markOnly」オプションを選択します。

8. 「Run Plan (includes Preflight)」をクリックします。

� アプリケーションサーバーインスタンスを起動ま
たは停止する

1. ブラウザインタフェースの「Common Tasks」セクションで、「WebSphere 5.1」
をクリックします。

2. 「Application Server Instances: Start or Stop」リンクをクリックします。

コンポーネントの「Details」ページが表示されます。

3. 「Component Procedures」テーブルで、「startAppInstance」また
は「stopAppInstance」プロシージャーを選択して、「Run」をクリックします。

プランの「Run」ページが表示されます。

4. アプリケーションサーバーインスタンスがインストールされているスタンドアロン
アプリケーションサーバーの仮想ホストを選択します。

5. 「Run Selected Installations」をクリックします。

手順
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6. プランの詳細が間違っていないことを確認して、「Run Plan (includes
Preflight)」をクリックします。

� アプリケーションサーバーインスタンスをアンイ
ンストールする

1. ブラウザインタフェースの「Common Tasks」セクションで、「WebSphere 5.1」
をクリックします。

2. 「Application Server Instances: Uninstall」リンクをクリックします。

プランの「Details」ページが表示されます。

3. 「Run」をクリックします。

プランの「Run」ページが表示されます。

4. ターゲットホストを選択します。

アンインストールするスタンドアロンアプリケーションサーバーの仮想ホストを選
択します。

5. 「Target Host Set」チェックボックスを選択解除します。

6. アンインストールするアプリケーションインスタンスのインストールパスを入力し
ます。

この値を省略した場合、前回インストールしたコンポーネントが (パスに関係なく)
使用されます。コンポーネントが解決される前に、この値はユニバーサル形式に変
換されます。この属性は単純な代入変数であると見なすことができます。

7. アプリケーションサーバーインスタンスをプロビジョニングシステムから削除し、
そのアプリケーションサーバーインスタンスをWebSphere環境で実行し続ける場
合、「markOnly」オプションを選択します。

8. 「Run Plan (includes Preflight)」をクリックします。

� 配備マネージャーを起動または停止する

1. ブラウザインタフェースの「Common Tasks」セクションで、「WebSphere 5.1」
をクリックします。

2. 「Network Deployment Manager: Start or Stop」リンクをクリックします。

コンポーネントの「Details」ページが表示されます。

手順
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3. 「Component Procedures」テーブルで、「startServer」または「stopServer」プ
ロシージャーを選択して、「Run」をクリックします。

プランの「Run」ページが表示されます。

4. 配備マネージャーをインストールする仮想ホストを選択します。

5. 「Run Selected Installations」をクリックします。

6. プランの詳細が間違っていないことを確認して、「Run Plan (includes
Preflight)」をクリックします。

� 配備マネージャーをアンインストールする

1. ブラウザインタフェースの「Common Tasks」セクションで、「WebSphere 5.1」
をクリックします。

2. 「Network Deployment Manager: Uninstall」リンクをクリックします。

プランの「Details」ページが表示されます。

3. 「Run」をクリックします。

プランの「Run」ページが表示されます。

4. 配備マネージャーをインストールするリモートエージェントを選択します。

5. アンインストールする配備マネージャーのインストールパスを入力します。

この値を省略した場合、前回インストールしたコンポーネントが (パスに関係なく)
使用されます。コンポーネントが解決される前に、この値はユニバーサル形式に変
換されます。この属性は単純な代入変数であると見なすことができます。

6. 配備マネージャーをプロビジョニングシステムから削除し、その配備マネージャー
をWebSphere環境で実行し続ける場合、「markOnly」オプションを選択しま
す。

7. 「Run Plan (includes Preflight)」をクリックします。

� クラスタを起動または停止する

1. ブラウザインタフェースの「Common Tasks」セクションで、「WebSphere 5.1」
をクリックします。

2. 「Cluster Management: Start or Stop」リンクをクリックします。

コンポーネントの「Details」ページが表示されます。

手順
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3. 「Component Procedures」テーブルで、「startCluster」または「stopCluster」
プロシージャーを選択して、「Run」をクリックします。

プランの「Run」ページが表示されます。

4. 起動または停止するクラスタを選択します。

現在のインストールリストから、配備マネージャーとクラスタ名を選択します。

5. 「Run Selected Installations」をクリックします。

6. プランの詳細が間違っていないことを確認して、「Run Plan (includes
Preflight)」をクリックします。

� クラスタをアンインストールする

1. ブラウザインタフェースの「Common Tasks」セクションで、「WebSphere 5.1」
をクリックします。

2. 「Cluster Management: Remove」リンクをクリックします。

プランの「Details」ページが表示されます。

3. 「Run」をクリックします。

プランの「Run」ページが表示されます。

4. ターゲットホストを選択します。

配備マネージャーの仮想ホストを選択します。

5. 「Target Host Set」チェックボックスを選択解除します。

6. アンインストールするクラスタのインストールパスを入力します。

この値を省略した場合、前回インストールしたコンポーネントが (パスに関係なく)
使用されます。コンポーネントが解決される前に、この値はユニバーサル形式に変
換されます。この属性は単純な代入変数であると見なすことができます。

7. クラスタをプロビジョニングシステムから削除し、そのクラスタをWebSphere環
境で実行し続ける場合、「markOnly」オプションを選択します。

8. 「Run Plan (includes Preflight)」をクリックします。

手順
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� クラスタメンバーを削除する

1. ブラウザインタフェースの「Common Tasks」セクションで、「WebSphere 5.1」
をクリックします。

2. 「Cluster Member Management: Leave」リンクをクリックします。

プランの「Details」ページが表示されます。

3. 「Run」をクリックします。

プランの「Run」ページが表示されます。

4. クラスタの仮想ホストをターゲットホストとして選択します。

5. 「Target Host Set」チェックボックスを選択解除します。

6. クラスタメンバーをプロビジョニングシステムから削除し、そのクラスタメンバー
をWebSphere環境で実行し続ける場合、「markOnly」オプションを選択しま
す。

7. 「Run Plan (includes Preflight)」をクリックします。

WebSphere 5.1で作業するときのコマン
ド行インタフェースの使用法

N1 Grid Service Provisioning Systemコマンド行イ
ンタフェースの使用法
デフォルトでは、プロビジョニングシステムのコマンド行インタフェースは次の
ディレクトリにあります。
/opt/SUNWn1sps/N1_Grid_Service_Provisioning_system_5.0/cli/bin/cr_cli

WebSphere 5.1 プラグインのオブジェクトは /com/sun/was/5.1 フォルダにありま
す。

手順
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プラグインのコンポーネントの内容は、その他の独自のコンポーネントまたはプラン
と同様に、必要に応じて変更して使用することが可能です。しかし、コンポーネント
またはプランを変更するには、まず、そのコンポーネントまたはプランを新しい
フォルダに保存してから変更する必要があります。プロビジョニングシステムのコマ
ンド行インタフェースの使用法についての詳細は、『N1 Grid Service Provisioning
System 5.0コマンド行インタフェース (CLI)リファレンスマニュアル』の第 1章「コ
マンド行インタフェースの使用」を参照してください。

WebSphere 5.1の wsadminスクリプトの使用法
WebSphere 5.1スクリプト用プログラム wsadminは N1 Grid Service Provisioning
Systemを通じて実行できます。このスクリプト用プログラムの使用法についての詳細
は、IBM WebSphere 5.1のマニュアルを参照してください。

� wsadminスクリプトを実行する

1. ブラウザインタフェースの「Common Tasks」セクションで、「WebSphere 5.1」
をクリックします。

2. 「Command Line Interface: Run Command」リンクをクリックします。

プランの「Details」ページが表示されます。

3. 「Run」をクリックします。

4. ターゲットホストを選択します。

スタンドアロンアプリケーションサーバーまたは配備マネージャの仮想ホストを選
択できます。

5. wsadminスクリプトへの引数を「Plan Variables」フィールドに入力します。

6. 「Run Plan (includes Preflight)」をクリックします。

wsadminスクリプトによるクラスタの作成

この例では、wsadminスクリプトの入力を示します。

コマンド行を使用してクラスタを作成する場合、次の文字列を「Enter the Arguments
to wsadmin Script」フィールドに入力します。

-c ’set cell [$AdminConfig getid /Cell:cellname/]’
-c ’$AdminConfig create ServerCluster $cell {{name clustername}}’
-c ’$AdminConfig save’

手順
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この例では、cellnameは既存のセルの名前で、clusternameは作成するクラスタの名前
です。

WebSphereアプリケーションを配備する
ためのコンポーネントタイプの使用法
WebSphereプラグインには、WebSphere固有のコンポーネントタイプがいくつか含ま
れています。これらのコンポーネントタイプを使用すると、最も一般的なWebSphere
アプリケーションコンポーネントの多くをすばやくモデル化したり、インストール、
アンインストール、エクスポート、およびスナップショットの動作を特定のリソース
に自動的に関連付けたりできます。コンポーネントタイプの多くは、このソフト
ウェアがサーバーやクラスタを作成および管理するときに使用されます。結果とし
て、定期的に使用できるコンポーネントタイプは 1つしかありません。これについて
は、次の節を参照してください。

� 48ページの「エンタープライズアプリケーション (EAR)コンポーネントタイプ」

注 – WebSphereプラグインがインストールできるのは、IBMアセンブルツールを使用
してアセンブルした EARファイルだけです。これらのファイルには、プラグインが
必要とする構成設定が含まれています。

エンタープライズアプリケーション (EAR)コン
ポーネントタイプ
このコンポーネントタイプは、エンタープライズアプリケーションをモデル化しま
す。このコンポーネントは、エンタープライズアプリケーションアーカイブ (EAR)ま
たは EARの拡張バージョンをパッケージとして格納できます。

エンタープライズアプリケーションのブラウズ
このコンポーネントタイプのエンタープライズアプリケーションを選択するときに
は、次のブラウザのうちの 1つを使用できます。

� WebSphere Appserverブラウザ。このブラウザでは、インストールされているア
プリケーションとそれに関連する設定の 1つを選択できます。Appserverブラウザ
は、アプリケーションサーバーにあるエンタープライズアプリケーションのアル
ファベット順のリストを提供します。このリストからコンポーネント用のエンター
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プライズアプリケーションを 1つ選択できます。

� ファイルシステムのブラウザ。コンポーネントを作成するための (設定を含まない)
EARファイルを選択できます。ファイルシステムのブラウザは、ファイルと
ディレクトリのリストを提供します。このリストから EARファイルを選択できま
す。これらのファイルをそのまま表示しても、*.earをブラウザに入力してもか
まいません。

注 – WebSphereプラグインがインストールできるのは、IBMアセンブルツールを使用
してアセンブルした EARファイルだけです。これらのファイルには、プラグインが
必要とする構成設定が含まれています。

エンタープライスアプリケーションのインストール
エンタープライズアプリケーションコンポーネントをインストールするには、
WebSphereアプリケーションサーバーインスタンスまたはクラスタをターゲットホス
トとして使用する必要があります。インストールプロセスでは、主に、次の 3つの作
業を実行します。

1. EARファイルをターゲットホストにインストールします。
2. EARファイルをWebSphere Application Serverで登録します。

エンタープライズアプリケーションをインストールするには、そのアプリケーション
の「Details」ページに移動して、Installコンポーネントプロシージャーを実行しま
す。

エンタープライズアプリケーションのアンインストール
エンタープライズアプリケーションコンポーネントをアンインストールすると、それ
以降、そのエンタープライズアプリケーションは仮想ホストをターゲットとしなくな
ります。エンタープライズアプリケーションがいずれにおいてもターゲットとされな
い場合、エンタープライズアプリケーションコンポーネントはアプリケーションサー
バーから登録解除されます。

エンタープライズアプリケーションをアンインストールするには、そのアプリケー
ションの「Details」ページに移動して、Uninstallコンポーネントプロシージャーを実
行します。

エンタープライズアプリケーションの起動と停止
プロビジョニングシステムにインストールされているエンタープライズアプリケー
ションは起動および停止できます。
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� エンタープライズアプリケーションを起動または停止する

1. ブラウザインタフェースの「Common Tasks」セクションで、「WebSphere 5.1」
をクリックします。

2. 「Enterprise Applications (EAR): View All」リンクをクリックします。

「Components」ページが表示されます。

3. 起動または停止するエンタープライズアプリケーションを選択して、「Details」
をクリックします。

コンポーネントの「Details」ページが表示されます。

4. 「Component Procedures」テーブルで、「Start」または「Stop」プロシージャー
を選択して、「Run」をクリックします。

プランの「Run」ページが表示されます。

5. 起動または停止するエンタープライズアプリケーションをホストするアプリケー
ションサーバーの仮想ホストを選択します。

6. 「Run Selected Installations」をクリックします。

プランの「Run」ページが表示されます。

7. 「Run Plan (includes Preflight)」をクリックします。

Web Application (WAR)ファイルと Java Archive (JAR)
ファイルのインストール
WebSphereはWARファイルと JARファイルをサポートしません。WARファイルま
たは JARファイルをプロビジョニングシステムを通じてインストールする必要がある
場合は、WebSphere Assembleツールを使用して、このファイルを EAR形式に変換し
ます。ファイルをエクスポートしたあと、プロビジョニングシステムを使用すると、
そのファイルを配備できます。

プラン
WebSphereプラグインは、アプリケーションサーバー、配備マネージャー、およびク
ラスタのインストールと削除に関連するタスクの多数を、プランの内容に従って実行
します。

WebSphere 5.1プラグインのプランは /com/sun/was/5.1フォルダにあります。

手順
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障害追跡
プロビジョニングソフトウェアを通じてWebSphereを管理しているときに問題が発
生すると、次のようなメッセージが画面に表示されて、問題が存在することがユー
ザーに通知されます。

Problems encountered during plan run or preflight

The plan (or preflight) "/com/sun/was/5.1/DeleteCluster" finished
with 1 failed host(s). (017034)

Cannot perform operation on component component
/com/sun/was/5.1/Cluster because it was not installed on host sun-1 (017057)
Unable to resolve installed component for component

/com/sun/was/5.1/Cluster. (602021)

この例のメッセージは簡単に解読できますが、必ずしもすべてのメッセージがこのよ
うに読みやすいわけではありません。特定の問題についての詳細な情報を調べるに
は、「Run History Details」リンクに従います。最後のエラーブロックまで掘り下げ
て、stderrと stdoutのエラー状況についての出力を表示します。

WebSphere 5.1プラグインのアンインス
トール

� WebSphere 5.1プラグインをアンインストールする
プラグインが所有するオブジェクトをプロビジョニングシステムが使用している場
合、そのプラグインはアンインストールできません。

プラグインをアンインストールするには、adminユーザーグループのメンバーである
必要があります。

1. プラグインが所有するすべてのオブジェクトが使用されていないことを確認しま
す。

始める前に

手順

第 4章 • WebSphere 5.1プラグインの使用法 51



次のコンポーネントは、インストールされているホストからアンインストールする
必要があります。

� WebSphereアプリケーション
� WebSphereアプリケーションサーバー
� 配備マネージャー
� クラスタ
� クラスタメンバー

プラグインが所有するオブジェクトをプロビジョニングシステムが使用している場
合、そのプラグインを削除できません。

2. ブラウザインタフェースの「Application Deployment」セクションで、「Plans」
をクリックします。

3. 必要であれば、/com/sun/was/5.1フォルダに移動します。

4. 「UninstallSystemServicesPlan」を選択して、「Details」をクリックしま
す。

プランの「Details」ページが表示されます。

5. 「Run」をクリックします。

6. com.sun.was#InstallTargetHSターゲットホストセットが選択されているこ
とを確認します。

7. 「Run Plan (includes Preflight)」をクリックします。

WebSphereシステムサービスが削除されます。

8. ブラウザインタフェースの「Administrative」セクションで、「Plug-ins」をク
リックします。

9. アンインストールするプラグインを選択して、「Details」をクリックします。

プラグインの「Details」ページが表示されます。

10.「Details」ページの一番下にある「Delete」をクリックします。

本当にプラグインを削除するのかを確認されます。

11.「Continue to Delete」をクリックします。

プラグインが削除されたあと、「Plug-in」ページが更新されます。
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索引

E
EAR,「エンタープライズアプリケーション」
を参照

J
JARファイル, 17
Javaアーカイブ,「JARファイル」を参照
Java仮想マシン,「JVMコンポーネント」を参
照

JDBC Providerコンポーネント
インストール, 36-37
作成, 35-36

JVMコンポーネント
インストール, 40
構成, 39

P
WebSphere 5.1プラグイン,アンインストー
ル, 51-52

あ
アプリケーションサーバーインスタンス
アンインストール, 43
起動, 42-43
作成, 27-28
停止, 42-43

アンインストール
WebSphere 5.1プラグイン, 51-52
アプリケーションサーバーインスタンス, 43
エンタープライズアプリケーション, 49
クラスタ, 45
スタンドアロンアプリケーションサーバー

, 41-42
配備マネージャー, 44

い
インストール

JDBC Providerコンポーネント, 36-37
JVMコンポーネント, 40
エンタープライズアプリケーション, 49
データソースコンポーネント, 38-39

え
エンタープライズアプリケーション
アンインストール, 49
インストール, 49
起動, 50
コンポーネントタイプ, 48-50
停止, 50
ブラウズ, 48-49
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き
起動
アプリケーションサーバーインスタン
ス, 42-43

エンタープライズアプリケーション, 50
クラスタ, 44-45
スタンドアロンアプリケーションサーバー

, 41
配備マネージャー, 43-44

く
クラスタ
アンインストール, 45
起動, 44-45
作成, 32-33
停止, 44-45

クラスタノード,「クラスタメンバー」を参照
クラスタメンバー
削除, 46
追加, 33-35

こ
構成, JVMコンポーネント, 39
コンポーネントタイプ,エンタープライズアプ
リケーション, 48-50

さ
削除
「アンインストール」を参照
「アンインストール」も参照
クラスタメンバー, 46

作成
JDBC Providerコンポーネント, 35-36
アプリケーションサーバーインスタン
ス, 27-28

クラスタ, 32-33
スタンドアロンアプリケーションサーバー

, 24-27
データソースコンポーネント, 37-38
配備マネージャー, 29-31

し
使用,プラン, 50
障害追跡, 51

す
スタンドアロンアプリケーションサーバー
アンインストール, 41-42
起動, 41
作成, 24-27
停止, 41

つ
追加
クラスタメンバー, 33-35
配備マネージャーへのノードの, 31-32

て
停止
アプリケーションサーバーインスタン
ス, 42-43

エンタープライズアプリケーション, 50
クラスタ, 44-45
スタンドアロンアプリケーションサーバー

, 41
配備マネージャー, 43-44

データソースコンポーネント
インストール, 38-39
作成, 37-38

と
統合 (フェデレーション),「追加」を参照

の
ノード,配備マネージャーへの追加, 31-32
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は
配備サーバーの要件, 12-13
配備マネージャー
アンインストール, 44
起動, 43-44
作成, 29-31
停止, 43-44

ふ
ブラウズ,エンタープライズアプリケー
ション, 48-49

プラグイン
インポート, 17-19
配備サーバーの要件, 12-13
部品, 11-12

プラグインのインポート, 17-19
プラグインファイル
インポート, 17-19
場所, 17

プラン,使用, 50
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